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テルアブレーションにおいて Isochronal late activation mapが有効であった１例. 第1回日本不整脈心電学会東

北支部地方会; 20210717; 仙台/Web. 
 
天海一明, 山田慎哉, 根橋健, 野寺穣, 金城貴士, 竹石恭知. SICD植込み後早期の原因不明な不適切作動を接

続シール不良が原因と判断し再発と再手術を回避できた一例. 第173回日本循環器学会東北地方会; 20211204; 
Web. 
 
大橋尚人, 小林淳, 佐藤栄奈, 菅原由紀子, 武藤雄紀, 八巻尚洋, 中里和彦, 竹石恭知. 感染性心内膜炎によ

り膜性中隔穿孔をきたした大動脈一尖弁の一例. 第173回日本循環器学会東北地方会; 20211204; Web. 
 
池田彩乃, 佐藤崇匡, 黒沢雄太, 安齋文弥, 清水竹史, 竹石恭知. 植込み型補助人工心臓装着後の心不全に対

しサクビトリルバルサルタンが著効した一例. 第173回日本循環器学会東北地方会; 20211204; Web. 
 
岡部亮斗, 阿部諭史, 和田健斗, 渡邊孝一郎, 八巻尚洋, 中里和彦, 石田隆史, 竹石恭知. 心室細動で搬送さ
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れ、VA-ECMOと IMPELLA挿入により良好な経過を辿った左冠動脈主幹部急性心筋梗塞の一例. 第173回日本

循環器学会東北地方会; 20211204; Web. 
 
大原妃美佳, 三阪智史, 義久精臣, 一條靖洋, 菅原由紀子, 冨田湧介, 渡邊孝一郎, 佐藤悠, 阿部諭史, 佐
藤崇匡, 及川雅啓, 小林淳, 中里和彦, 石田隆史, 竹石恭知. 心不全患者における心臓-肝臓連関の病態評価と

肝臓由来ホルモン・ヘパトカインの意義. 第173回日本循環器学会東北地方会; 20211204; Web. 
 
佐久間裕也, 及川雅啓, 佐藤栄奈, 大橋尚人, 武藤雄紀, 小林淳, 杉本浩一, 八巻尚洋, 中里和彦, 石田隆

史, 竹石恭知. 慢性血栓塞栓性肺高血圧症を合併し肺動脈バルーン拡張術が著効したG6PD異常症の一例. 第173
回日本循環器学会東北地方会; 20211204; Web. 
 
八重樫大輝, 及川雅啓, 横川哲朗, 三阪智史, 佐藤崇匡, 小林淳, 義久精臣, 中里和彦, 石田隆史, 竹石恭

知. Geriatric Nutritional Risk Indexによるがん治療関連心筋障害の予測の検討. 第7回日本心筋症研究会; 
20210417; Web. 
 
横川哲朗, 義久精臣, 清水竹史, 三阪智史, 佐藤崇匡, 及川雅啓, 小林淳, 八巻尚洋, 國井浩行, 中里和彦, 
石田隆史, 竹石恭知. Residual Gensini scoreは経皮的冠動脈形成術を施行した虚血性心筋症患者の長期予後予測

因子となる. 第7回日本心筋症研究会; 20210417; Web. 
 
赤間浄, 及川雅啓, 菅原由紀子, 喜古崇豊, 義久精臣, 中里和彦, 石田隆史, 竹石恭知. β遮断薬の投与が有

効であった右室流出路狭窄合併肥大型心筋症の一例. 第7回日本心筋症研究会; 20210417; Web. 
 
及川雅啓, 八重樫大輝, 横川哲朗, 三阪智史, 義久精臣, 中里和彦, 石田隆史, 竹石恭知. アントラサイクリ

ン誘発性CTRCD発症予測におけるトロポニン Iの有用性. 第7回日本心筋症研究会; 20210417; Web. 
 
芳賀文香, 及川雅啓, 赤間浄, 喜古崇豊, 山田慎哉, 義久精臣, 中里和彦, 石田隆史, 竹石恭知. パーキンソ

ニズムと心臓交感神経障害を合併したATTRアミロイドーシスの一例. 第7回日本心筋症研究会; 20210417; Web. 
 
三阪智史, 一條靖洋, 義久精臣, 寳槻優, 渡邊孝一郎, 佐藤悠, 君島勇輔, 横川哲朗, 及川雅啓, 小林淳, 
竹石恭知. ヘパトカイン・セレノプロテインPは心不全における肝臓低灌流と関連する. 第7回日本心筋症研究

会; 20210417; Web. 
 
野寺穣, 帰山知己, 向井萌, 石田健太郎, 宇隨弘泰, 夛田浩. リスクファクターを有さない若年女性に発症し

た周産期心筋症の1例. 第7回日本心筋症研究会; 20210417; Web. 
 
和田健斗, 三阪智史, 冨田湧介, 安齋文弥, 君島勇輔, 横川哲朗, 義久精臣, 竹石恭知. 拡張型心筋症におけ

る末梢白血球のFKBP5 DNAメチル化の臨床的意義. 第7回日本心筋症研究会; 20210417; Web. 
 
佐藤勇太朗, 及川雅啓, 菅原由紀子, 赤間浄, 喜古崇豊, 小林淳, 義久精臣, 中里和彦, 石田隆史, 竹石恭

知. 大動脈弁狭窄症精査にて判明した女性ファブリー病の一例. 第7回日本心筋症研究会; 20210417; Web. 
 
廣坂諒, 及川雅啓, 佐藤勇太朗, 菅原由紀子, 赤間浄, 喜古崇豊, 小林淳, 義久精臣, 中里和彦, 石田隆史, 
竹石恭知. 大動脈弁狭窄症精査にて判明した女性ファブリー病の一例. 第41回福島心疾患治療談話会; 20210515; 
Web. 



－70－ 

 
野寺穣, 天海一明, 山田慎哉, 金城貴士, 竹石恭知. 上室性および心室性不整脈においてHD Gridを用いた

EnSite Sparkle Mapが有用であった２症例. 第18回福島不整脈懇話会; 20210715; Web. 
 
〔シンポジウム〕 
 
Misaka T. Clonal hematopoiesis and cardiovascular diseases: Hematopoietic JAK2V617F mutation in 
cardiovascular remodeling (Symposium). Cardiovascular and Metabolic Week 2021: The 38th Annual Scientific 
Meeting of the Japanese Section of the International Society for Heart Research (ISHR); 20211210-11; Web. 
 
喜古崇豊, 竹石恭知. シンポジウム4 フュージョンイメージングの最前線 PET/MRI装置を用いた心臓イメー

ジングの最前線（シンポジウム）. 第31回日本心血管画像動態学会; 20210108-9; Web. 
 
Sato T. Efficacy and safety of ivabradine for advanced heart failure in acute phase（プレナリーセッション）. 
第85回日本循環器学会学術集会; 20210326-28; 横浜/Web. 
 
喜古崇豊, 及川雅啓, 小林淳, 義久精臣, 竹石恭知. FDG PET/MRIを用いた心サルコイドーシスの予後評価に

ついて（シンポジウム）. 第7回日本心筋症研究会; 20210417; Web. 
 
義久精臣, 石橋伸治, 堀越裕子, 松田美津子, 山寺幸雄, 大原妃美佳, 菅原由紀子, 及川雅啓, 小林淳, 竹
石恭知. 消化器5 エラストグラフィーの使い道 心不全患者における肝うっ血および線維化指標としてのエラス

トグラフィーの有用性（パネルディスカッション）. 日本超音波医学会 第94回学術集会; 20210521-23; 神戸

/Web. 超音波医学. 48 (Suppl):S290. 
 
義久精臣. 心不全の睡眠呼吸障害 ～治療どうしてますか？～：CSA優位な心不全（HFpEF）（ワークショッ

プ）. 日本睡眠学会第46回定期学術集会; 20210923; 福岡/Web. 
 
佐藤崇匡, 義久精臣, 竹石恭知. 会長特別企画4 本音で語ろう新しい心不全治療薬（SGLT2阻害薬、イバブラ

ジン）：心不全診療における心拍数の重要性（シンポジウム）. 第25回日本心不全学会学術集会; 20211001-3; 
Web. 
 
石田万里, 坂井千恵美, 石田隆史, 吉栖正生. 脈管系をどう守る？－DNA損傷・細胞老化の側面から（シンポ

ジウム）. 第62回日本脈管学会総会; 20211014-16; 札幌/Web. 脈管学. 61(Suppl):S121. 
 
〔特別講演〕 
 
佐藤崇匡. 特別講演：心不全診療における心拍数の重要性. 循環器疾患と糖尿病治療を考える会 in 相馬郡; 
20210125; 相馬/Web. 
 
中里和彦. 特別講演：肺高血圧症診療の進歩と課題～この10年で何が変わったか～. 第8回群馬肺高血圧症画像

研究会; 20210205; Web. 
 
竹石恭知. 特別講演：慢性心不全治療の新展開. 相馬郡医師会学術講演会; 20210205; 南相馬/Web. 
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佐藤崇匡. 特別講演：心不全治療における心拍数の重要性. Episode Discussion Meeting in IWAKI; 20210210; い
わき/Web. 
 
義久精臣. 特別講演：ARNIを取り入れた心不全診療の新展開. 石川臨床懇話会; 20210318; Web. 
 
佐藤崇匡. 特別講演：新しい心不全治療と疾病管理. 米沢心不全カンファランス; 20210318; 米沢. 
 
義久精臣. 特別講演：慢性心不全の診断とこれからの治療. 第9回郡山地区臨床疾患勉強会; 20210519; Web. 
 
義久精臣. 特別講演：循環器合併症を踏まえた2型糖尿病治療. 福島糖尿病学術講演会; 20210527; 福島/Web. 
 
義久精臣. Special Lecture：循環器疾患からみたCOPDの発掘意義－心不全を中心に－. Scientific Exchange 
Meeting in Fukushima; 20210608; 福島/Web. 
 
鈴木聡. 特別講演：エンレストの使用経験から考える今後の心不全診療. Aizuwakamatsu Heart Failure Forum; 
20210609; Web. 
 
國井浩行. 特別講演：自己拡張型生体弁EvolutによるTAVIの可能性. 循環器疾患最新医療セミナー; 20210618; 
Web. 
 
小林淳. 特別講演：慢性心不全における新たな薬物治療選択. 循環器疾患最新医療セミナー; 20210618; Web. 
 
竹石恭知. 特別講演：慢性心不全治療の新展開. 安達太良心不全講演会; 20210708; 二本松/Web. 
 
中里和彦. 特別講演：慢性血栓塞栓性肺高血圧症（CTEPH）の治療の進歩と課題～この10年間で何が変わった

か～. 東北PH診療Up to Date; 20210910; Web. 
 
鈴木聡. 特別講演：心不全における糖尿病治療薬の有用性－エビデンスと経験を活かすための会津心不全地域連携

を目指して－. 会津医学会 学術講演会～会津地域の心臓を守る～; 20210927; 会津若松/Web. 
 
竹石恭知. 特別講演：心不全パンデミックにおける高齢者心不全の治療戦略. Sapporo Af-HF Seminar; 20211006; 
Web. 
 
鈴木聡. 特別講演：変わりゆく心不全治療と地域医療に生かす取り組み. Expert Meeting in Hokkaido; 20211111; 
Web. 
 
鈴木聡. 特別講演：変わりゆく心不全治療と地域医療に活かす取り組み. 第23回会津薬薬連携講習会; 20211126; 
会津若松. 
 
中里和彦. 特別講演：肺高血圧症診療の進歩と課題～この20年で何が変わったか～. 福島薬剤師会・福島県病院

薬剤師会福島支部2021年（令和3年）12月合同研修会; 20211208; 福島/Web. 
 
金城貴士. Special Lecture：心不全管理におけるカテーテルアブレーションの役割. 第1回Meet the Specialists 
in Fukushima; 20211207; Web. 
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鈴木聡. 特別講演：会津地区心不全連携の取り組みについて. 会津地区心不全連携 看護師スキルアップセミナー; 
20211208; Web. 
 
鈴木聡. 特別講演：変わりゆく心不全治療と地域医療に生かす取り組み. 米沢心不全診療連携カンファレンス; 
20211216; Web. 
 
〔招待講演〕 
 
Kaneshiro T. High power-short duration RFCA. 2021 THRS Autumn Forum; 20210925-26; Web. 
 
山田慎哉. 講演：心不全に伴う頻脈性不整脈に対する腎交感神経除神経の有用性. 令和2年度福島医学会受賞記念

講演会; 20210128; Web. 福島医学雑誌. 71(1):48-49. 
 
金城貴士. 講演：心房細動アブレーションに伴う食道関連合併症のメカニズム－より安全な治療を目指して－. 令
和2年度福島医学会受賞記念講演会; 20210128; Web. 福島医学雑誌. 71(1):49-50. 
 
石田隆史. 講演：医療放射線被ばくの人体影響評価. 第2回放射線災害・医科学研究拠点ワークショップ; 
20210209; Web. 
 
義久精臣. Lecture：心不全治療におけるSGLT2阻害薬の可能性. 心不全治療戦略会議 in 福島; 20210219; 福島

/Web. 
 
佐藤崇匡. 講演：VADチーム立ち上げ及び植込み実施施設認定後の経験. 内科医から見た補助人工心臓治療; 
20210224; Web. 
 
金城貴士. 講演：2020年改訂版 不整脈薬物治療ガイドライン－改訂のポイント－. 不整脈薬物治療 Webセミ

ナー; 20210308; Web. 
 
山田慎哉. 講演：心房細動アブレーション周術期の生活習慣病の管理. 不整脈薬物治療 Webセミナー; 20210308; 
Web. 
 
義久精臣. Lecture：心不全治療におけるSGLT2阻害薬の可能性. 心不全治療戦略会議 in 福島; 20210312; 福島

/Web. 
 
中里和彦. 講演：AFTER HEART ATTACK～ACS患者への早期からの厳格な脂質管理の重要性～. CV Expert 
Summit in 東北支部; 20210318; Web. 
 
石田隆史. 講演：新型コロナウイルスと高血圧. 減塩サミット2021 in 福島; 20210321; Web/誌上. 福島民友, 
2021.3.21:12. 
 
金城貴士. 講演：Freezor MAXによるCTI ablation：特性と有用性. CRYSTAL in North Japan; 20210510; 
Web. 
 



－73－ 

山田慎哉. 講演：日常臨床における直接経口抗凝固薬使用の問題点について. Eliquis Meet the Specialist WEBセ

ミナー; 20210520; Web. 
 
金城貴士. 基調講演：術式不詳の僧帽弁形成術後に生じた incisional AFLに対し、カテーテルアブレーションを

施行した１例. 福島循環器学術講演会; 20210602; Web. 
 
金城貴士. 不整脈医の視点から心不全増悪因子を考える. One for All, All for Fukushima Seminar－慢性心不全の

未来を考える－; 20210712; Web. 
 
中里和彦. 講演：福島県における心筋梗塞治療の現状と課題. CVD Management Consensus Meeting in 福島; 
20210909; Web. 
 
鈴木聡. 講演：非HFrEF症例に対するARNIの使用経験から. 福島県Expert Meeting 2021; 20210910; Web. 
 
石田隆史. 講演：高血圧の包括的治療 UPDATE－減塩をはじめとする非薬物療法の重要性－. 第34回日本臨床

内科医学会; 20210919-20; Web. 日本臨床内科医会会誌. 36(3):S88. 
 
清水竹史. 講演：福島県心筋梗塞死亡実態調査の結果より～死亡診断書作成時の注意点～. 第11回福島心不全研

究会; 20211007; Web. 
 
義久精臣. ランチョンセミナー10：睡眠呼吸障害管理におけるPTT血圧測定の意義. 第43回日本高血圧学会総

会; 20211015-17; Web. 
 
鈴木聡. 講演：変わりゆく心不全治療と地域医療に活かす取り組み. 心不全WEBセミナー; 20211029; Web. 
 

竹石恭知. 講演：共催セミナー「Onco-Cardiologyへの取り組み－CATの抗凝固療法も含めて－」. 第126回日

本循環器学会北海道地方会; 20211127; Web. 
 
清水竹史. 共催ミニレクチャー：MASTER DAPT試験からの知見. 岩手リアルワールドライブ2021; 20211202-
03; Web. 
 
〔その他〕 
 
石田万里, 上田桂太郎, 坂井千恵美, 石田隆史, 田代聡. 喫煙習慣によるDNA損傷の炎症惹起・活性化を起因

とした動脈硬化発症における役割. 喫煙科学研究財団令和2年度助成研究発表会; 20210902; Web. 
 
義久精臣. 心不全予防のための睡眠時無呼吸症候群管理のポイント. 日本高血圧学会 心不全予防のためのWeb
講座; 20211001; Web. 
 
義久精臣. 慢性心不全における呼吸療法 ASV. 日本心不全学会e-learning; 20211001; Web. 
 
 
 
 


